
 
 
 
                                        

1 月 28 日（火）に上郷公民館を

会場として、今年度の２年理数科

の「理数探究」発表会を多くの保護

者の方々にも来ていただき開催し

ました。９つの班がそれぞれの課

題に向き合い、理数科ならではの

数学的、理科的な見方や考え方に

基 づ く 探 究 活 動 を 行 っ て き ま し

た。具体的には『乳酸菌の腸内での

働 き に つ い て ～ プ ロ バ イ オ テ ィ ク

スの観点から～』『ブラックジャッ

ク確率論』などで、１年生からも鋭

い 質 問 が い く つ も 出 さ れ る な ど 活

発な発表会になりました。上位２班

は、３月２日に行われる県教委主催

の「サイエンス・ミーティング」に本校代表として出場します。願わくば、この

経験を大学などでさらに深め、社会の発展に貢献するような取組、プロジェクト

に繋げてもらいたいと思います。 

 

昨年の４月から、本校に留学生として来てい

た リ ア ム 君 が 母 国 で あ る 中 米 の コ ス タ リ カ に

帰 国 す る こ と に な り ま し た 。 日 本 に 来 た 当 初

は、極度のホームシックとなりいつまで本校の

生活に耐えられるかと心配していました。しか

し、担任である小山先生やクラスの生徒仲間、

ま た 得 意 で あ る バ レ ー ボ ー ル の 班 活 動 の 仲 間

などの支えにより、すっかり飯田高校の一員と

なり、今度は逆に本校から離れ難い思いが非常

に強くなったようです。満面の笑顔が本校での

充実した生活を物語っています。 

帰国後は、日本の大学共通テストに相当する試験を受け、将来は医者の道に進

みたいとの希望があるようです。そして、日本にまた戻り、クラスの仲間、班活

の仲間と再会したいと強く話してくれました。本校の生徒にとっても、リアム君

との出会いは貴重でかけがえのない経験だったと思います。 

リアム君、元気で．．．また会おう！！ 

高松日和  （校長版学校便り） 
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